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1. Herpes zoster generalisatusの一例
松葉幹夫
症例， 32歳男子， Fam. A.，Fr. A.特になし。 1967
年 9月 14日，後頚部に herpeszoster発現，某医にて
デキサメサゾン投与され，紅軍を伴う粟粒大~米粒大の
膿癌が全身に散見されるようになった。 W. 10900， 
Liquor Druck 250/180 mmH20，A/G 0.94。その他特
記すべきことなし。組織では膿庖内に気球状細胞を認
め，その中に核封入体を認めた。入院後 10日で軽快退院。
討論
今井: Wasserpockenの Anamneseは?
松葉: ない。
今井: Wasserpockenと zoster の合併したもので
はないか。組織像は異ならないか。
松葉: Wasserpocken では多様性がある。組織像は
同じである。
今井: Rumpfの方は Wasserpockenではないか。
竹内(勝): 組織像は同じである。
黒崎: 頚部の上は普通の zosterか。 また他の悪性
腫虜の合併について検索したか。
松葉: zosterである。 また，悪性腫療はなかったか
と思う。
竹内(勝): Steroid使用時に注意が必要である。 
2. 新生児にみられた爪および爪廊 Candida症
西村和子
患者は生後 1カ月の女児。生下時体重 3700g. 出産 
2"， 1ヵ月半前，切迫流産となり，早期破水(?)があっ
た。生下時より右 I IV V 指爪，左 1I III IV V 
指爪に混濁，肥厚，変化，黄褐色の着色があり，変化の 
ある爪の爪廓には発赤腫張を認めた。生後 3日目より全
身に発疹，鷲口搭出現，某医により 3週間で治癒した。
当科初診時には， 他の皮膚， 可視粘膜に変化はなかっ
た。爪の検鏡培養で Candidaalbicansを得た。 口腔
匹門の培養は陰性であった。 Trichomycinの外用にて，
良好な経過をとり，約 2ヵ月後には右 V指爪 1/3を除い
て，ほとんど治癒した。 
討論
秦: 母親にはどうか。
西村: 母親 O.B.だが，妊娠中に Ausflussが多か
ったという。 Vaginalsmear培養は陰性。
黒崎: 治療は?
西村: マイコスタチンを内服し， トリコマイシン軟
膏を塗り放した。
小林: 一般には爪一つくらいだが，全爪が犯され，
全身にないのはなぜと思うか。
西村: Soorや全身の発疹が生まれた直後あったとい
うが，爪にだ、け残ったものと思う。
岡本: 早期破水の Anamneseから考えて，羊水中
に感染し，発育に応じて軽快しているもの。 
3. 黒色表皮腫を伴った KLlPPEL-WEBER 病の異型例
滝沢和彦
患者 27歳男子。前胸部と左前腕の単純性血管腫あり，
両側手指および両側下肢には， Varix を有し， 象皮症
様外観を呈す肥大，ことに第 1，I足祉の基節骨，中節
骨では著明で骨肥大も認められた。両側服寓部には黒色
表皮腫あり。検査成績では特に異常はないが， RA 1+， 
ASLO 2500単位， CRP2+を示し，既往症に phlebitis
様の症状が存在したためかと思われる。本症の両側性肥
大は本邦 2例日，黒色表皮腫の合併は，文献上記載がな 
、。U
討論
黒崎: pseudoではないか。
滝沢: 発症は少年期らしく， acanthosis nigricans 
benignaと思う。
山崎(勲): 数例みたが，大抵は偏側性の osteohy-
pertrophie で，一例に Varix よる osteoatrophie 
をみた。
4. Mαlignαnt melanoma 
宮治誠 
69歳男。 1年前 rs-Fussohle先端部に米粒大の黒色
の Tumorがあるのに気づく。以後徐々に拡大し，半年
前には azukigros となる。当時より歩行によって
